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参加者数
19
36
23
22
29
29
１７
40
215

議
員
定
数
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
の
議
員
定
数
は
多
い
の
で
は

と
感
じ
ま
す
。
議
員
定
数
に
対
す
る
議

会
の
考
え
を
聞
き
た
い
で
す
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
改
選

時
に
２
名
減
の
26
名
に
な
り
ま
し
た
。
議

員
定
数
、
議
員
報
酬
、
政
務
調
査
費
に

つい
て
は
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の

付
託
事
項
と
し
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
十
分
に
時
間
を
か
け
検
討
を
加
え

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。一
方
で
、「
よ

り
開
か
れ
た
議
会
」、「
行
動
す
る
議
会
」

を
目
指
し
皆
さ
ん
と
と
も
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
活
発
な
議
会

活
動
を
期
待
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
会
報
告
会

　

意
見
交
換
会

速
報
‼平

成
25
年
度  

８
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

特
集

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
は
、

今
年
度
は
８
地
区
で
215
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
議
会
活
動
を
報
告
す
る
と

と
も
に
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
は
、

今
年
度
は
８
地
区
で
215
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
議
会
活
動
を
報
告
す
る
と

と
も
に
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会・意
見
交
換
会
で
は
、議
会
の
主
な
活
動
等
を
説
明・

報
告
す
る
と
と
も
に
、参
加
者
か
ら
の
ご
意
見
・ご
質
問
に
お
答
え

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
活
発
な
や
り
と
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、こ
こ

で
は
議
会
に
関
す
る
こ
と
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

条
例
制
定
に
向
け
た
活
動
に
つ
い
て

　
　
　

本
日
の
報
告
会
で
「
鹿
沼
市
歯

と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
知

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
健
康
づ
く
り
や

年
配
者
が
転
ば
な
い
等
、
よ
り
安
全
な
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。　

　
「
鹿
沼
市
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推

進
条
例
」
は
市
民
が
健
康
で
元
気
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
今
年
の
３
月
議
会
で
議
員

の
提
案
に
よ
り
成
立
し
た
も
の
で
す
。
施

策
実
現
の
第
一歩
と
し
て
、
基
本
計
画
策

定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
年
度
中
に

来
年
度
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
う
か
が

決
ま
る
予
定
で
す
。
健
康
づ
く
り
と
同
様

に
、
年
配
者
が
転
ば
な
い
ま
ち
づ
く
り
は

ま
さ
に
予
防
対
策
で
す
。
予
防
対
策
を

き
ち
ん
と
や
れ
ば
災
害
等
も
最
小
限
に
留

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
に
対
し
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

女
性
・
若
年
層
へ
の
と
り
く
み

　
　
　

昨
年
度
の
報
告
会
、
本
日
の
参

加
状
況
を
み
る
と
男
性
が
圧
倒
的
に
多

く
、
女
性
や
若
者
の
参
加
が
少
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
う
考

え
ま
す
か
。

　

議
会
と
し
て
も
、
男
性
、
女
性
、
様
々

な
年
代
、
職
業
の
方
か
ら
意
見
を
聞
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
開
催
時
間
や
周

知
方
法
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

県
内
の
他
市
町
で
模
擬
議
会
が

開
催
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
鹿
沼
市
で

は
開
催
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

８
月
21
日
に
市
内
各
中
学
校
か
ら
２
〜

３
名
の
生
徒
が
議
員
と
な
る
ジ
ュニ
ア
議
会

を
開
催
し
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
通
常
の

市
議
会
と
で
き
る
だ
け
同
じ
体
験
が
で
き

る
よ
う
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
中
学
生

と
し
て
市
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
意
見
、

環
境
問
題
、
教
育
問
題
な
ど
を
率
直
に

質
問
し
て
も
ら
い
ま
す
。
答
弁
は
市
議
会

同
様
、
市
の
執
行
部
が
行
い
ま
す
。
市
政

に
対
す
る
関
心
を
子
供
の
う
ち
か
ら
持
つ

こ
と
に
よ
り
、
若
い
人
の
政
治
に
対
す
る

無
関
心
、
選
挙
の
投
票
率
低
下
等
に
歯

止
め
を
か
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

期　日
７月　２日（火）
７月　４日（木）

７月　８日（月）

７月　９日（火）

７月16日（火）

７月25日（木）

地区別参加者数
地区
粟　野
東部台
東大芦
板　荷
北　部
西大芦
粕　尾
北押原

男性
18
30
22
21
24
28
１６
35
194

女性
1
6
1
1
5
１
1
5
21

　皆様から頂いたご意見の一部を紹介します。

多種多様な意見がきけるようテー
マ等は特に設けないほうがよい。
もっと自由に討論できるとよい。

報告内容を議員から直接説明
してもらうことで、より理解が
深まりました。

知ってもらうことにより市民か
らの協力も得やすくなると思
うのでまた開催してほしい。

議会が市民の生の声をきくよ
い機会だと思った。 配布資料が分かりづらかっ

た。もう少し工夫が必要では。

女性やサラリーマンで忙し
くて参加できな人も多
い。参加しやすい時間帯
を検討してほしい。

地元の皆さんの意見
を聞くことができて
良かった。

合　計
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　ウィルス感染症の一種で、風
疹ウィルスによる急性熱性発疹
性疾患。一般に三日はしかとし
て知られている。感染症法に基
づく五類感染症に指定して届け
出の対象としている。伝染力は
水痘（水疱瘡）、麻疹（はしか）よ
り弱い。妊娠初期に妊婦が感染
した場合の先天性風疹症候群
が大きな問題となっている。効
果的な治療法は無く、ワクチン
による予防が最も重要である。

風疹とは

風
疹
大
流
行
に
対
す
る
市
の
対
応
は
質　
　

問

　

早
急
に
適
切
な
対
応
を
す
べ
き
と

考
え
る
。
予
防
接
種
対
策
、
接
種
促

進
の
た
め
の
一
部
公
費
助
成
に
つ
い
て

市
の
所
見
を
伺
う
。

答　
　

弁

風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
助

　

成
を
行
い
ま
す

　

風
疹
は
全
国
で
６
月
２
日
現
在
９

千
408
件
の
発
生
報
告
が
あ
り
、
平
成

20
年
以
降
最
も
早
い
ペ
ー
ス
で
増
え

て
い
ま
す
。
患
者
の
７
割
以
上
は
男

性
で
、
う
ち
20
代
か
ら
40
代
が
８
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
理
由
は
昭
和
54

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
性
は
、
風
疹
の
定
期

接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

集
団
接
種
で
個
別
接
種
に
変
わ
っ
た

こ
と
な
ど
で
接
種
率
が
低
い
こ
と
、
昭

和
54
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
男

性
は
子
供
の
こ
ろ
定
期
接
種
の
機
会

が
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
に
対
す
る
助
成
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
対
象
者
は
19
歳
以
上
の
鹿

沼
市
民
で
、
妊
娠
を
予
定
、
ま
た
は
希

望
し
て
い
る
49
歳
以
下
の
女
性
と
そ

の
配
偶
者
、
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
女

性
の
配
偶
者
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
ぬ
ま
６
月
25
日
号
な
ど
様
々

な
媒
体
を
通
し
て
広
く
市
民
に
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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医
療
費
の
削
減
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
医
療
費

削
減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　

弁

特
定
健
康
診
査
の
受
診
が
医
療
費

削
減
に
効
果
的
で
す

　

平
成
20
年
に
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
を
開
始
し
て
か
ら
高
血

圧
性
疾
患
・
糖
尿
病
・
虚
血
性
心
疾

患
の
医
療
費
の
伸
び
は
全
体
の
伸
び

率
12.4
％
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
者
と
未
受

診
者
を
比
較
す
る
と
、
受
診
者
の
平

均
医
療
費
が
未
受
診
者
よ
り
低
く
抑

え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
特
定
健
康

診
査
は
医
療
費
の
削
減
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
対
象
者

が
忙
し
い
、
健
康
で
あ
る
な
ど
の
理
由

か
ら
、
最
近
受
診
率
・
指
導
率
と
も

に
伸
び
率
が
低
下
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
受

診
期
間
を
延
長
し
機
会
の
拡
大
に
努

め
る
ほ
か
、
未
受
診
者
に
は
従
来
の

個
別
通
知
に
加
え
電
話
に
よ
る
勧
奨

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
他
の
医
療
費
削
減
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
差
額
通
知
の
発
送
に
向
け
、
現
在

協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

質　
　

問

　

通
勤
通
学
の
危
険
箇
所
で
あ
る
塩

山
地
区
大
師
ヶ
窪
付
近
の
道
路
整
備

状
況
を
伺
う
。

答　
　

弁

早
期
に
工
事
着
手
で
き
る
よ
う
県

へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す

　

主
要
地
方
道
鹿
沼
足
尾
線
の
塩
山

地
区
の
歩
道
整
備
事
業
は
、
栃
木
県

が
事
業
主
体
と
な
り
、
小
藪
川
か
ら

赤
石
橋
方
面
に
向
か
い
延
長
約
850

メ
ー
ト
ル
区
間
を
整
備
し
ま
す
。
道

路
両
側
に
３
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
有

す
る
幅
員
14
メ
ー
ト
ル
で
整
備
す
る

計
画
で
す
。

　

地
元
権
利
者
を
初
め
、
塩
山
地
区

道
路
拡
幅
促
進
期
成
同
盟
会
や
鹿
沼

土
木
事
務
所
の
長
年
の
努
力
に
よ
り

平
成
24
年
８
月
の
説
明
会
で
地
元
の

同
意
を
得
て
、
９
月
か
ら
用
地
測
量

に
着
手
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
建
物
の
調
査
が

終
わ
り
次
第
、
個
別
権
利
者
と
の
用

地
交
渉
に
入
り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

鹿
沼
市
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
早

期
に
工
事
着
手
が
で
き
る
よ
う
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
栃
木
県
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

通
学
路
、歩
道
整
備
事
業
に
つ
い
て

伺
う

横横 尾　武男

食育特定健康診査・特定保健指導とは

特定健康診査とは
　生活習慣病の原因の一つである
メタボリックシンドローム（内臓脂肪
症候群）に着目した健診。医療保険
に加入している40歳～74歳のすべ
ての人が対象です。
特定保健指導とは
　特定健康診査の結果から生活習
慣病の発症リスクが高く、生活習慣
の改善による生活習慣病の予防効
果が多く期待できる人に「動機づけ
支援」「積極的支援」を実施します。

大大 貫　武男

▲塩山地区大師ヶ窪付近
だいしゃくぼ

だ
い 

し
ゃ 

く
ぼ
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鹿
沼
市
職
員
給
与
の
減
額
に
つ
い
て

伺
う

質　
　

問

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
を
補

う
た
め
市
民
み
ん
な
で
痛
み
を
分
か

ち
合
う
た
め
議
員
の
政
務
調
査
費
33

万
６
千
円
支
給
廃
止
、
報
酬
２
割
削

減
が
必
要
と
考
え
る
。
鹿
沼
市
職
員

給
与
の
減
額
に
つ
い
て
詳
細
を
伺
う
。

答　
　

弁

給
与
の
減
額
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
25
年
１
月
24
日
に
「
地
方
公

務
員
の
給
与
決
定
に
関
す
る
取
扱
い

に
つ
い
て
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
職
員

給
与
の
減
額
を
国
に
準
じ
て
実
施
す

る
よ
う
総
務
大
臣
名
で
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

　

理
由
は
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と

し
た
防
災
・
減
災
事
業
へ
の
取
り
組

み
や
、
長
引
く
景
気
低
迷
か
ら
の
脱

却
と
、
一
層
の
経
済
活
性
化
を
図
る
こ

と
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
の
要
請
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
法

が
３
月
に
改
正
さ
れ
、
本
年
度
の
交

付
税
減
額
が
想
定
さ
れ
る
中
、
７
月

か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
減
額
を
考
え

て
い
ま
す
。
給
与
減
額
に
よ
り
縮
減

し
た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
か
ら
算
定

し
た
削
減
総
額
は
、
約
２
億
３
千
６

０
０
万
円
と
な
り
交
付
税
減
額
に
よ

る
市
民
生
活
へ
の
影
響
も
抑
え
ら
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

質　
　

問

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
単
位
で
子

育
て
支
援
の
場
を
作
る
考
え
は
な

い
か
。

②
「
ゆ
ー
と
り
ん
」
の
よ
う
な
子
育
て

支
援
施
設
を
展
開
す
る
考
え
は

③
教
育
委
員
会
と
保
健
福
祉
部
の
相

互
連
携

答　
　

弁

地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す

　

①
現
在
実
施
し
て
い
る
ス
マ
イ
ル

ク
ラ
ブ
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を
一
層
推
進

さ
せ
、
指
導
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養

成
、
各
地
区
の
団
体
と
協
力
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
導
入
に
向
け
た
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

②
「
ゆ
ー
と
り
ん
」
の
よ
う
な
子
育

て
支
援
施
設
と
し
て
、
現
在
整
備
し

て
い
る
（
仮
称
）
北
部
拠
点
保
育
園
に

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設

す
る
予
定
な
の
で
こ
の
施
設
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

③
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
を
図

る
た
め
「
鹿
沼
市
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、

子
育
て
環
境
の
整
備
や
経
済
的
サ

ポ
ー
ト
の
充
実
な
ど
、
全
庁
的
な
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
各
地
域
の
自
治
会
や
民
生
委

員
、
児
童
委
員
な
ど
の
協
力
の
も
と
、

地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う

谷谷 中　恵子鰕鰕 原　一男

年度

延べ利用者数

1日当たりの平均利用者数

1日当たりの平均利用組数

平成24年度

6,744人 

28人 

12組 

ゆーとりんの利用実績

平成22年度

5,611人 

35人 

15組 

平成23年度

7,924人 

32人 

14組 

給与削減率

1級 　　2級 　　3級 　　4級 　　5級 　　6級 　　7級 　　8級

       

※技能労務職給料表3級の削減率
削減対象者
一般職員（技能労務職含む）
同時に削減する手当て及び削減率
管理職手当5％
削減期間
平成25年7月～平成26年3月

4.70%　4.75%　6.25%　6.75%　7.50%　7.75%　9.50%　9.75%※4.77%
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教
育
行
政（
奨
学
金
貸
付
制
度
）に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

鹿
沼
市
の
奨
学
金
貸
付
制
度
の
利

用
、
回
収
状
況
を
し
め
せ
。

　

ま
た
、
制
度
を
利
用
す
る
際
必
要

な
鹿
沼
市
在
住
の
連
帯
保
証
人
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
の
対
応
を
示
せ
。

答　
　

弁

申
請
者
と
の
話
し
合
い
で
柔
軟
に

対
応
し
て
い
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
奨
学
金
貸
付
実
績

は
、
継
続
貸
付
者
184
名
、
新
規
貸
付

者
100
名
の
計
284
名
に
対
し
、
合
計
１

億
２
千
819
万
円
の
貸
付
を
行
い
ま
し

た
。
回
収
状
況
に
つ
い
て
は
平
成
24
年

度
は
予
定
金
額
５
千
408
万
１
千
700
円

に
対
し
、
回
収
額
は
５
千
278
万
２
千

200
円
で
、
回
収
率
は
97.6
％
で
し
た
。

　

奨
学
金
貸
付
申
請
の
応
募
資
格

は
、
原
則
「
連
帯
保
証
人
と
し
て
保
護

者
か
ら
一
人
、
及
び
鹿
沼
市
に
住
所
を

有
し
確
実
な
保
証
の
で
き
る
者
一
人

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
規
定

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
護
者
以
外

に
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
は
、
申
請
者
と
の
話

し
合
い
で
、
市
外
在
住
の
連
帯
保
証

人
も
認
め
る
な
ど
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
新
規
貸

付
者
74
名
の
連
帯
保
証
人
の
う
ち
市

外
在
住
者
は
11
名
で
す
。

　

今
後
は
、
奨
学
金
募
集
要
項
を
よ

り
わ
か
り
や
す
い
表
記
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質　
　

問

　

鹿
沼
市
土
採
取
事
業
規
制
条
例
制

定
に
対
す
る
市
の
抱
負
を
伺
う
。

答　
　

弁

秩
序
あ
る
土
採
取
に
よ
り
、
地
場

産
業
の
活
性
化
を　

　

鹿
沼
市
で
は
以
前
か
ら
園
芸
用
土

等
の
土
採
取
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
鹿

沼
土
は
全
国
的
に
広
く
流
通
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
近
隣
住
民
か
ら
は
、
災

害
等
の
発
生
や
生
活
環
境
へ
の
影
響

に
関
す
る
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
り
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
と
清
ら
か
な
水
と

豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

次
世
代
に
継
承
し
て
い
け
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
に
は
環
境
保

全
に
配
慮
し
た
秩
序
あ
る
土
採
取
を

す
る
こ
と
に
よ
り
今
ま
で
以
上
に
地

場
産
業
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
施
行
し
て
い
る
「
鹿

沼
市
土
砂
等
の
埋
立
等
に
よ
る
土
壌

の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
と
併
せ
て
採
取
か
ら

埋
戻
し
ま
で
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
一
層
生
活
環
境
の
保
全
が
図
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。

※

条
例
の
説
明
を
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

鹿
沼
市
土
採
取
事
業
規
制
条
例
に

つ
い
て
伺
う

小小 川　清正鈴鈴 木　敏雄

▲清らかな水と豊かな緑に恵まれた自然環境を次世代に継承します。

貸付月額 
大　学　等…月額40,000円以内
高等学校等…月額15,000円以内
対象となる学校
大　学　等…大学、 短期大学、 専
　　　　　　修学校の専門課程 
高等学校等…高等学校、高等専門
　　　　　　学校、専修学校の高
　　　　　　等課程、中等教育学
　　　　　　校の後期課程 
※専修学校については経営組織が
学校法人であること 

鹿沼市の奨学金貸付制度
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生
活
保
護
法
改
正
の
影
響
を
伺
う

質　
　

問

　

生
活
保
護
法
改
正
の
影
響
、
制
度

に
対
す
る
市
の
基
本
的
な
考
え
方
を

伺
う
。

答　
　

弁

適
正
か
つ
的
確
な
運
用
、
丁
寧
な

対
応
に
努
め
ま
す

　

生
活
保
護
制
度
は
、
生
活
に
困
窮

す
る
全
て
の
市
民
に
対
し
、
困
窮
の

程
度
に
応
じ
必
要
な
保
護
を
行
い
、

最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と

も
に
、
自
立
を
助
長
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
適
正
な
制
度
運

用
の
た
め
、
訪
問
調
査
や
収
入
認
定
、

扶
養
義
務
者
の
把
握
及
び
義
務
履
行

の
指
導
を
行
い
、
他
の
法
律
や
社
会

保
障
制
度
の
活
用
の
調
査
、
指
導
に

努
め
て
い
ま
す
。
自
立
助
長
の
観
点

か
ら
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
生
活
実
態
や
状

況
変
化
に
応
じ
た
援
助
方
針
を
定
め

指
導
援
助
を
行
い
、
就
労
可
能
と
判

断
す
る
被
保
護
者
に
つ
い
て
は
鹿
沼

公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
積
極
的

な
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
保
護
者
の
87
％
が
高
齢
者
、
障

害
者
、
傷
病
者
、
母
子
の
世
帯
で
心
と

体
の
両
面
か
ら
の
支
援
が
必
要
な
方

が
多
い
こ
と
と
、
医
療
費
の
適
正
化
、

相
談
支
援
の
た
め
本
年
度
か
ら
保
健

師
を
一
名
配
置
し
ま
し
た
。

　

法
改
正
後
も
、
個
別
の
状
況
を
調

査
し
、
制
度
の
理
解
を
十
分
に
求
め

な
が
ら
的
確
で
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
て
い
き
ま
す
。

質　
　

問

　

学
校
間
の
格
差
の
解
消
に
つ
い
て

具
体
的
な
対
策
を
伺
う
。

答　
　

弁

大
規
模
、
小
規
模
校
そ
れ
ぞ
れ
に

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す

　

鹿
沼
市
は
広
大
な
面
積
の
中
に
37

の
小
中
学
校
が
あ
り
、
規
模
と
配
置

は
様
々
で
す
。
地
域
の
実
態
や
教
育

の
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
す
る

と
、
鹿
沼
市
の
適
正
規
模
は
小
学
校

６
〜
18
学
級
、
中
学
校
は
３
〜
18
学

級
と
考
え
ま
す
。

　

規
模
の
対
策
と
し
て
の
通
学
区
の

見
直
し
は
、
鹿
沼
市
小
中
学
校
通
学

区
域
審
議
会
に
お
い
て
審
議
し
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

教
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
厳
し
い

財
政
の
な
か
59
名
の
非
常
勤
講
師
を

確
保
し
、
多
人
数
学
級
や
複
式
学
級

な
ど
学
校
の
実
情
に
合
わ
せ
適
切
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
鹿
沼

市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
学
校
は
地
域
の

人
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
存
在
し
、

子
供
た
ち
は
地
域
の
中
で
育
ち
成
長

し
て
い
く
と
い
う
構
想
の
も
と
「
沢
の

文
化
」
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
地
域
が
存
在
す
る
限
り
地
域
の

学
校
で
地
域
の
子
供
た
ち
を
育
て
る

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
方
策
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

小
中
学
校
の
適
正
規
模
と

適
正
配
置
に
つ
い
て
伺
う

大大 島　久幸小小 林　　充

▲鹿沼市には、37の様々な規模の小中学校があります。

年度

平均世帯数

平均人員数

扶助費総額

平成22年度

541世帯

688人

12億3,368万3,271円

平成24年度

560世帯

705人

11億2,847万5,254円

平成23年度

557世帯

701人

11億6,763万1,169円

鹿沼市の生活保護受給世帯数、受給額の推移
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学
校
給
食
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
の
課
題
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

除
去
食
や
代
替
食
の
提
供
が
で
き

て
い
な
い
鹿
沼
市
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
整
備
計
画
を
示
せ
。

答　
　

弁

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
と
施
設

整
備
等
の
改
善
を
図
り
ま
す

　

対
策
の
課
題
と
し
て
は
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や

対
応
に
つ
い
て
全
職
員
へ
の
周
知
徹

底
や
共
通
理
解
を
な
お
一
層
図
る
こ

と
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
生
徒
に

除
去
食
や
代
替
食
が
提
供
で
き
な
い

給
食
施
設
が
あ
る
こ
と
、
除
去
食
等

の
調
理
を
担
当
す
る
人
員
の
確
保
等

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
関

係
職
員
と
の
協
議
の
も
と
鹿
沼
市
の

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
を
進

め
、
あ
わ
せ
て
施
設
整
備
等
に
つ
い
て

も
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鹿
沼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場

は
、
現
在
の
施
設
の
中
で
ど
の
よ
う
な

改
善
が
図
れ
る
か
関
係
者
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
整
備
計
画
を
作
成
中
で

す
。
今
年
度
10
月
中
く
ら
い
ま
で
に

整
備
計
画
を
作
成
し
、
来
年
度
の
予

算
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う

荒荒 井　正行 大大 貫　　毅

質　
　

問

　

被
害
地
域
で
一
致
し
て
対
策
す
る

た
め
の
仕
組
み
作
り
が
重
要
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
の
専
門
知
識
の
普
及
や

技
術
指
導
な
ど
の
支
援
策
を
示
せ
。

答　
　

弁

獣
害
対
策
は
地
域
全
体
で
の
取
り

組
み
が
重
要
で
す

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
は
平

成
22
年
度
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り
、

中
山
間
地
域
を
中
心
に
農
産
物
被
害

は
深
刻
で
、
農
業
者
の
経
営
意
欲
を

低
下
さ
せ
耕
作
放
棄
地
増
加
の
一
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

獣
害
対
策
の
成
果
を
上
げ
る
に

は
、
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
が
重

要
で
す
。
平
成
24
年
度
に
は
国
の
交

付
金
事
業
に
よ
り
地
域
ぐ
る
み
で
行

う
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
防
護
柵
の

設
置
、
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り

県
民
税
」
を
活
用
し
た
里
山
林
整
備

事
業
を
各
地
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
対
す
る
専
門
的
な
指
導
と

し
て
は
、
栃
木
県
や
宇
都
宮
大
学
と
連

携
し
電
気
柵
の
設
置
実
習
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
講
習
会
や
里
山

野
生
鳥
獣
管
理
技
術
者
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
市
内
企
業
と

自
治
会
等
が
防
護
柵
設
置
の
作
業
を

行
う
「
企
業
等
中
山
間
集
落
支
援
モ

デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

▲鹿沼市学校給食共同調理場の整備計画を作成します。 ▲ワイヤーメッシュ防護柵
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国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

国
民
健
康
保
険
制
度
が
抱
え
る
根

本
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
ま
た
国
民
健

康
保
険
財
政
の
安
定
化
、
負
担
の
格

差
是
正
を
図
る
た
め
広
域
化
の
検

討
、
実
現
へ
の
課
題
を
伺
う
。

答　
　

弁

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
の
都
道
府
県

化
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険

制
度
の
も
と
、
地
域
住
民
の
健
康
保

持
、
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
被
保
険
者
の
年
齢

構
成
が
高
く
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
高
い
こ
と
、
無
所
得
者
世
帯
割
合

の
増
加
、
保
険
税
の
収
納
率
低
下
、

税
率
の
市
町
村
格
差
な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

広
域
化
に
つ
い
て
は
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
に
お
い
て
国
民
健

康
保
険
の
保
険
者
を
都
道
府
県
に
移

行
さ
せ
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
鹿
沼
市
は
平
成
24
年
度

に
全
国
市
長
会
を
通
し
て
国
に
対
し

保
険
財
政
の
安
定
化
、
市
町
村
間
の

保
険
料
負
担
の
公
平
化
の
観
点
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化
に
つ

い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
国
の

議
論
の
結
果
、
制
度
の
構
造
的
課
題

の
解
消
に
向
け
、
医
療
保
険
制
度
の

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
国

民
健
康
保
険
制
度
が
確
立
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

質　
　

問

　

大
雨
に
よ
る
洪
水
対
策
に
つ
い
て

市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

①
水
防
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

②
避
難
対
策
に
つ
い
て

答　
　

弁

関
係
機
関
と
の
連
携
と
地
域
の
助

け
合
い
が
重
要
で
す

　

①
に
つ
い
て
、
鹿
沼
市
で
は
毎
年
必

要
な
水
防
体
制
、
活
動
方
法
を
定
め

た
水
防
計
画
書
を
策
定
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
円
滑
な
水
防
活
動
の

実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
６
月
に
消
防
職
員
、
消
防
団

員
、
水
防
協
力
団
体
を
対
象
に
積
み

土
の
う
工
法
や
木
流
し
工
法
等
の
水

防
工
法
訓
練
を
実
施
、
消
防
本
部
で

は
救
命
ボ
ー
ト
や
救
命
索
発
射
銃
を

使
っ
た
水
難
救
助
訓
練
を
毎
年
２
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
、
現
在
鹿
沼
市
に
は

39
か
所
の
避
難
所
が
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
鹿
沼
市
地
域
防
災
計
画
に
中

間
的
な
避
難
所
で
あ
る
「
自
治
会
避

難
場
所
」
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。
災

害
発
生
時
は
、
ま
ず
は
一
人
一
人
が
自

身
の
安
全
を
守
り
、
隣
近
所
の
助
け

合
い
で
救
助
や
避
難
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
段
階
に
応
じ
た
避
難
体

制
を
と
る
こ
と
で
、
住
民
の
的
確
な

避
難
を
確
保
し
、
孤
立
化
も
防
げ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

大
雨
に
よ
る

洪
水
対
策
に
つ
い
て
伺
う

小小 島　　実赤赤 坂 日出男

　鹿沼市と粟野町との合併により
災害環境が大きく変化したこと、
近年の大きな災害において多くの
課題が見られたため「防災アセス
メント調査」を実施し地域防災計
画の全面見直しをしました。地域
防災計画は災害対策基本法第42
条の規定に基づき、鹿沼市防災会
議が作成し、同会議において平成
25年3月に計画が決定されまし
た。
※詳細は鹿沼市ホームページでご
覧になれます。

鹿沼市地域防災計画

　日本では、いざという時に安心して医療をうけられるよう、すべての人がいず
れかの医療制度に加入することになっています。（国民皆保険制度）国民健康
保険も医療保険のひとつで市町村ごとに運営され職場の健康保険などに加入
していない人に医療を保障しています。
　また、国民健康保険は、万一病気やケガをしてしまった時、安心して医療がう
けられるよう、皆で保険料（税）を出しあって助け合う制度です。国民健康保険
は加入者が納める保険料（税）や国や地方自治体からの負担金によって事業を
運営しています。
　鹿沼市に住んでいる人で次に該当する人が加入者になります。
　１．自営業者 ２．年金受給者 ３．農業・林業・漁業などの従事者 ４．退職して
職場の健康保険に加入していない人 ５．外国人登録を行って日本に１年以上
滞在する人

国民健康保険制度とは

▲様 な々水防工法訓練を実施しています。

洪
水
対
策

つ
い
て
伺
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市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

憲
法
96
条
改
正
は
９
条
改
憲
に
つ

な
が
る
危
険
な
動
き
と
考
え
る
。
市

長
の
見
解
を
示
せ
。

答　
　

弁

憲
法
96
条
を
先
行
し
て
改
正
す
る

こ
と
に
は
反
対
で
す

　

憲
法
第
９
条
は
、
我
が
国
の
平
和

主
義
の
理
念
を
具
現
化
し
た
、
非
常

に
重
要
な
条
項
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

憲
法
第
96
条
は
、
改
憲
手
続
き
に

関
す
る
規
定
で
あ
り
、
衆
参
両
院
の

総
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
で
、

国
会
が
発
議
し
、
承
認
に
は
国
民
投

票
に
お
い
て
過
半
数
の
賛
成
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
時
の
政
治
勢

力
の
思
惑
に
よ
っ
て
国
の
根
幹
で
あ

る
憲
法
が
容
易
に
変
え
ら
れ
な
い
よ

う
、
厳
し
い
縛
り
が
か
け
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
改
正
し
よ
う
と
す
る
内
容

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
改
正
の

手
続
き
部
分
で
あ
る
第
96
条
を
先
行

し
て
、
国
会
に
よ
る
憲
法
改
正
の
発

議
要
件
を
現
行
の
両
院
３
分
の
２
以

上
か
ら
過
半
数
に
緩
和
し
よ
う
と
い

う
動
き
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
さ
に
本
末
転
倒
な
や
り
方
の
印
象

は
ぬ
ぐ
え
ず
、
危
惧
を
感
じ
て
い
る
一

人
で
あ
り
、
憲
法
第
96
条
を
先
行
し

て
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
反
対
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

質　
　

問

　

主
要
地
方
道
宇
都
宮
鹿
沼
線
の
整

備
に
伴
う
市
道
、
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
口

の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　

弁

鹿
沼
駅
裏
通
り
の
整
備
計
画
を
作

成
し
事
業
化
を
図
り
ま
す

　

Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
口
に
は
国
道
293
号

線
（
通
称
大
谷
街
道
）
と
古
峯
原
宮

通
り
を
結
ぶ
鹿
沼
駅
東
通
り
と
、
駅

前
広
場
と
鹿
沼
駅
東
通
り
を
結
ぶ
鹿

沼
駅
裏
通
り
の
２
本
の
都
市
計
画
道

路
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
鹿
沼
駅
東

通
り
は
、
県
で
施
工
中
の
古
峯
原
宮

通
り
か
ら
市
道
５
０
０
９
号
線
の
現

道
接
続
ま
で
の
140
メ
ー
ト
ル
の
区
間

を
事
業
中
で
、
本
年
度
は
建
物
等
の

移
転
が
完
了
次
第
、
工
事
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
供
用
開
始
は
、
通
行
の
安

全
を
考
慮
し
、
古
峯
原
宮
通
り
の
完

成
に
あ
わ
せ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
来
年
度
か
ら
地
元
関
係

者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
駅

東
の
広
場
と
鹿
沼
駅
東
通
り
を
結
ぶ

区
間
530
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
駅
前
広

場
を
含
む
鹿
沼
駅
裏
通
り
の
整
備
計

画
を
作
成
し
事
業
化
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
口
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
東
西
自
由
通
路
を
駅
前
広
場
の

計
画
の
中
で
駅
利
用
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
な
が
ら
、
東
口
改
札
の
設
置

も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
都
市
計
画
道
路
に

つ
い
て
伺
う

小小 松　英夫芳芳 田　利雄

▲憲法第96条は改憲手続きに関する規定です。

い
て
伺
う

　都市計画道路とは都市計画法で定められる基幹的な都市施設（道路・公
園・下水道等）の一つで、広域的な交通処理機能や市街地内の空間形成等に
配慮して配置されています。長期的な整備計画を円滑かつ着実に実施するた
め、将来の道路整備に必要な区域をあらかじめ明確化して当該予定区域の土
地利用の一定の制限を課している道路です。

大きく分けて次のような機能があります。
●人や物を運ぶ交通機能
●災害時の避難、救助物資の輸送など防災機能
●都市の骨格を形成し、土地利用の高度化を促す等、市街地誘導機能
●上下水道、電力、電話などライフラインを収容する空間機能
●通風・採光などの都市空間を提供し、都市景観を形成する機能

都市計画道路（街路）とは
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特別委員会報告
報告書の全文は鹿沼市のホームページをご覧ください。　

質　
　

問

　

条
例
を
一
部
改
正
し
図
書
館
東
分

館
を
指
定
管
理
者
に
委
託
す
る
意
図

と
狙
い
を
伺
う
。

答　
　

弁

指
定
管
理
者
制
度
で
民
間
活
力
を

導
入
し
ま
す

　

図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
導
入
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
３
館
あ
る
図
書
館
を
運
営
し

て
い
く
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ

き
役
割
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る

か
、
機
能
を
強
化
し
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
検
討
し
た
結
果
、
本
館

は
市
民
の
読
書
活
動
、
学
習
活
動
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
中
心
館
と
し

て
の
役
割
を
担
い
、
今
後
も
直
営
と

し
、
粟
野
館
は
地
域
に
根
差
し
た
館

と
し
て
、
今
後
も
直
営
と
し
地
域
住

民
、
学
校
等
と
交
流
を
図
り
な
が
ら

読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
東
分
館
は
児
童
書
の
充

実
に
重
点
を
お
き
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、
子
育
て
世
代
を
含
め
利
用
者

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
特
色
を
生
か
し
地

域
子
育
て
支
援
の
役
割
を
担
う
と
い

う
方
向
性
を
明
確
に
し
、
推
進
し
て

い
く
た
め
に
民
間
活
力
の
導
入
が
有

効
で
あ
る
と
判
断
し
、
指
定
管
理
者

に
管
理
運
営
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

鹿
沼
市
立
図
書
館
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
伺
う

佐佐 藤　　誠

▲歴史的にも価値のある木造校舎です。

　平成25年６月５日、安全安心なまちづくり調査特別
委員会から議長に報告書を提出しました。「防犯・防災
における市民との協働について」「災害における市民と
の協働について」「危機管理体制の構築について」調
査研究を重ね４つの提言をいたしました。
　提言１「公共施設への防犯カメラの設置促進」
　提言２「交通安全・防犯対策・防災知識啓発のための
　　　　   市民大会の開催」
　提言３「通学路の安全対策」
　提言４「団体の組織強化」

安全安心なまちづくり調査特別委員会

　平成25年６月12日、森林山村再生調査特別委員会か
ら議長に報告書を提出しました。５つの付託事項につ
いて調査検討を重ね５つの提言をいたしました。
　提言１「地場産材の需要拡大」
　提言２「木質バイオマスの有効利用」
　提言３「間伐」
　提言４「野生鳥獣の被害対策」
　提言５「地籍調査の推進」

森林山村再生調査特別委員会

休 館 日
月曜日、国民の祝日の翌日、
資料整理日、蔵書点検期間、
年末年始

開館時間
午前９時30分～午後７時
（土・日祝日は午後６時まで）
利用者カードは本館・分館と共通で
利用可。

鹿沼市立図書館東分館（愛称ほんのす）
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定例会で人事や意見書の提出などが決まりました。

25 ２

■議員案第６号　「ゆきとどいた教育」の前進をもとめる
 　　　　意見書の提出について

　少人数学級実現や教職員定数増を自治体だけの負担
に転嫁するならば、財政力のちがいによる自治体間格
差が生じることになります。教育の機会均等を保障す
るためには国が責任をもって少人数学級実現と教職員
定数を増やすことが強く求められています。
　地方に負担を押し付けるのではなく、国が責任を
もって教育予算を増やし、全国の教育条件整備をすす
めることが必要です。
　国会及び政府に対し、次の事項を実現するよう強く
要請します。

①国の責任で、すべての小・中学校、高校で30人学級
を実現すること

②国は、新たな教職員定数改善計画をつくり、計画的
に教職員を増やすこと。

人権擁護委員
　宇賀神佳子（うがじんよしこ・白桑田）

本会議で人事が決まりました。（議案第55号.・議案第56号）

▶用語解説「人権擁護委員」　

　人権擁護委員法に基づいて、日本の各市町村に設置される非常勤
職。法務大臣が委嘱する民間のボランティア。任期は3年で、再任も
可能。給与の支給はないが、職務を行うために要する費用の弁償を
受けることができる。日常生活の中で人権尊重思想の普及高揚を図
るとともに、人権侵害による被害者を救済し、人権を擁護していく活
動をしている。

鹿沼市固定資産評価員
　石川　道也　（いしかわみちや・上石川）

▶用語解説「固定資産評価員」　　

　固定資産を適正に評価し市町村長が行う価格の決定を補助する
ための委員。固定資産の評価に関する知識及び経験を有する者のう
ちから議会の同意を得て市町村長が選任する。

　請願･陳情とは、市政全般について議会に実情の善処を
要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　Ａ４版、署名または記名押印して提出してください。

※注意事項

　①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
　②要旨や理由は簡潔に記入してください。
　③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

議員案の結果
本会議で議員案１件を可決し関係機関に送付しました。

６

　平成25年５月23日、議会改革調査特別委員会から、
議長に報告書を提出しました。
　平成24年３月の委員会設置以来14回にわたり委員会
を開催し、鹿沼市議会基本条例に定める、より開かれ
た議会、活動する議会として目的達成の一助となるべ
く下記の付託事項の調査検討を重ねました。
　①定例会のありかた　　②予算要望のありかた
　③政務調査費について　④議員定数について
　⑤子ども議会について　⑥議員報酬について
　⑦常任委員会のあり方について
　また、調査事項のうち予算要望のありかたについて
は「予算要望実施方針」にまとめました。

議会改革調査特別委員会
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【政和会】小林充・谷中恵子・関口正一・橋本正男
【自由民主党】筧則男・赤坂日出男
【公明党】荒井正行・鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉・増渕靖弘・横尾武男
【みんなの党】舘野裕昭・小松英夫
【無所属市民の会】大島久幸・大貫武男・船生哲夫
【無所属】鰕原一男
【無所属】佐藤誠
【未来クラブ】小島実・湯澤英之

【市民ネットワーク】大貫毅・塩入佳子・小川清正
【日本共産党】芳田利雄

市長提出議案18件、議員提出議案１件が提出されました。
議員数25名、表決参加議員数24名（議長は表決には加わりません。）

議案５７ 鹿沼市一般職の職員の給与の臨時特例に
 関する条例の制定

国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律
の趣旨を踏まえ、一般職の職員の人件費を削減するもの
です。

議案40　平成24年度鹿沼市一般会計
4,731万4,000円の増、予算総額403億4,217万8,000円

議案41　国民健康保険特別会計

議案42　公共下水道事業費特別会計

議案43　農業集落排水事業費特別会計

議案44　介護保険特別会計
各特別会計の歳入歳出全般に検討を加え調整したもの

議案48　平成25年度鹿沼市一般会計
6,840万5,000円の増、予算総額394億2,840万5,000円

議案45　鹿沼市税条例の一部改正
地方税法の一部改正に伴い独立行政法人森林総合研究所が行う

事業に係る固定資産税等の納税義務者の特例を廃止するもので

す。なお、鹿沼市では独立行政法人森林総合研究所が行う事業はな

く、適用事例はありません。

議案46　鹿沼市都市計画税条例の一部改正
地方税法の一部改正に伴い、引用する同法の条項を整理するため

のものです。

議案47　鹿沼市国民健康保険税条例の一部改正
地方税法の一部改正に伴い、特定継続世帯に対する国民健康保

険税の軽減措置を講ずるためのものです。

議案49　字の廃止並びに町及び字の区域の変更
宇都宮都市計画事業貝島西土地区画整理事業施行の結果、事業

実施後の土地等の現況に符合しない町及び字の区域が生じたた

め、事業区域内の字を廃止するとともに、町及び字の区域を変更する

ものである。

議案50　市道路線の認定
貝島町地内における都市計画道路３・４・２０５号東武駅前通り道路

整備事業に伴い、築造された道路を市道として認定するためのもので

す。

議案53　鹿沼市土採取事業規制条例の制定
（15ページをご覧ください。）

議案51　鹿沼市立図書館条例の一部改正
（15ページをご覧ください。）

議案５２　鹿沼市身体障害者補装具費等自己負担金助成 
  に関する条例の一部改正
障害者自立支援法の一部改正により、同法の障害者の範囲に政令

で定める130の特殊疾病が加わったことに伴い補装具費等の自己

負担金の助成対象者の範囲を拡大するためのものである。

議案54　鹿沼市予防接種健康被害調査委員会条例の
 一部改正
予防接種法の一部改正に伴い、引用する同法の条項を整理するた

めのものです。

議案55　人権擁護委員候補者の推薦
（13ページをご覧ください。）

議案56　鹿沼市固定資産評価員の選任
（13ページをご覧ください。）

議員案６　「ゆきとどいた教育」の前進をもとめる意見書の
  提出
（13ページをご覧ください。）

専
決
処
分
事
項（
補
正
予
算
）

条
例
制
定

条
例
の
一
部
改
正

人
事

町
・
字
、市
道

専
決
処
分
事
項（
条
例
）

議
員
提
出
議
案
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～民間活力を導入します～

図書館東分館を指定管理者制度により運営します
■議案第51号　鹿沼市立図書館条例の一部改正について
　平成26年度から鹿沼市立図書館東分館に指定管理者制度を導入するため
の条例の一部改正です。

▶用語解説「指定管理者制度」

　指定管理者制度は、多様化する市民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施
設の管理に民間のノウハウを活用しながら、市民サービスの向上と経費の節減をはかること
を目的に創設されたものです。指定管理者を指定しようとするときは、議会の議決を経ること
が地方自治法で定められています。

■議案第53号　鹿沼市土採取事業規制条例の制定について
　鹿沼土等の土採取事業を許可制度とする条例です。
目的は、土採取事業による災害及び事故の発生の防止、生活環境の保全、あわ
せて土採取事業の健全な発展に資することとしています。許可が必要な土採取
事業は、区域の面積が500平方メートル以上のものです。
　市と事業者、土地所有者が協力して適正な土採取事業を実施します。
　７月１日から12月31日までは届け出、平成26年１月１日以降は許可が必要
になります。

～次世代につなぐ環境の保全～

適正な土採取事業を実施します

～自然と共に歩む人情味あふれる絆のまち～

鹿沼市の予算を補正します
■議案第48号　専決処分事項の承認について
　　　　　　　 （平成25年度鹿沼市一般会計補正予算（第１号））
　歳入については、県支出金の増額を計上し、歳出については緊急雇用創出事
業費の増額を計上したものです。
　これにより6,840万5,000円の増額補正を行い、予算総額を394億2,840
万5,000円としました。

■議案第57号　鹿沼市一般職の職員の給与の臨時特例に関する 
 　　　　 条例の制定について
　国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律の趣旨を踏まえ、一般
職の職員の人件費を削減する条例です。本年度の地方交付税減額が想定され
るなか、市民生活への影響を考慮し７月から来年３月まで実施します。

～７月から来年３月まで～

市職員の給与の減額を実施します
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　平成24年11月に開催した市議会議員
写真展出品作品から芳田利雄議員の作品
をご紹介します。
　福島県大沼郡金山町ののどかな農村の
風景です。

　長年の市政発展に貢献した功績により
表彰されました。

市職員南相馬市派遣報告会を開催しました

全国市議会議長会から表彰

表紙の写真は

　東日本大震災で被災した自治体には、
全国から多くの自治体職員が派遣され復
興業務を支えています。鹿沼市からは、
平成24年度２人の職員を被災地に派遣
し、現地の職員と復興に向け任務に当た
りました。
　議会では６月３日、報告会を開催し、
南相馬市に派遣され防災集団移転業務に
取り組んだ但木進一都市計画課長に現地
の状況、今後の支援等について話をきき
ました。

議会カレンダー ～議会を傍聴しませんか～

平成26年度予算編成に関する要望書を提出しました
　各会派で作成した予算要望を予算委員
会でまとめ、議会からの予算要望とし
て、６月20日に議長から市長に提出し
ました。
　議会では市民のより良い生活を支える
政策実施の基となる予算に関して議会に
届けられた市民の声の市政反映を求める
ことを主眼として予算委員会を設置しま
した。今回の要望は昨年度実施した予算
要望の問題点を議会改革調査特別委員会
で洗い出し、改善策を検討した結果を予

算要望実施方針としてまとめ、取り組ん
だものです。
　平成26年度予算の編成にあたっては実
施計画掲載事業に掲げられた主要事業を
中心に、市民が希望に満ちた生活を実感
できるよう事業の選択と効果的な予算編
成を行うとともに、特に要望書で提出し
た19事業について必要十分な予算を優先
的に確保するよう要望しました。

８月 ９月

議員25年表彰
船生　哲夫議員

決算特別委員会 決算特別委員会


